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第 76回（平成 28年度第 7回） 

近江八幡市安土町地域自治区地域協議会 次第 

日 時：平成 28年 10月 19日（水）午後 1時 

場 所：安土町総合支所 3階旧議員控室 

１．開会 

 

 

２．経過報告 

 

 

３．報告事項 

①中期財政計画について（財政課）                    資料１  

 

 

 ②「近江八幡市・安土町 新市基本計画の変更について」答申 

～報告                               資料２  

 

 

③安土学区まちづくり協議会・老蘇学区まちづくり協議会の活動状況について 参考 １ 

 

 

４．協議事項 

 ①新市基本計画の内容で確認したいこと 

 

 

 ②環境エネルギーセンターの見学を終えて（感想等） 

 

 

５．その他                              

    

 

６．閉 会 
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会議録 

●会議の名称 安土町地域自治区地域協議会 第 76回（平成 28年度第 7回）定例会 

●開催場所 近江八幡市安土町総合支所 3階議員控室 

●開催日時 平成 28年 10月 19日（水） 13:00～15:50 

●出席者 

（委員等） 

安田惣左衞門会長、茶野初美副会長、可須水弘美委員、小杉稔委員、善住元治委

員、澤秋男委員、仙波謙三委員、中澤栄子委員、矢場義章委員、横川明子委員 

（説明者等） 財政課…犬井副主幹 

（事務局） 安土町総合支所…大林地域自治区長 

住民課…福井次長兼課長、川部課長補佐、助野副主幹、矢野副主幹 

●議題及び議事  

 

事務局  第 76回近江八幡市安土町地域自治区地域協議会を開会いたします。 

開会にあたりまして、会長よりご挨拶いただきます。 

 

会長  （あいさつ） 

 

事務局  ありがとうございました。続きまして、安土町地域自治区大林区長が挨拶いた

します。 

 

事務局（区長）  （あいさつ） 

 

事務局  本日の会議について全委員が出席されていますので、「近江八幡市及び蒲生郡

安土町の廃置分合に伴う地域自治区及び地域自治区の区長の設置に関する協議

書」第 11 条第 3 項の規定に基づき、本協議会が成立しておりますことをご報告

申し上げます。 

 また宗野アドバイザーにつきましては会長宛てに欠席の連絡がありました。ア

ドバイザーにおかれましては、会議内容に疑問点がございましたら相談いただき

まして後日回答させていただきますという連絡もございました。 

 それでは、これより議事に入らせていただきます。会議の議長につきましては、

同じく協議書の規定に基づきまして、会長にお願い申し上げます。 

 

会長 それでは規定に基づきまして議長をつとめさせていただきます。なお、本日は

3 時頃終了を予定していますので、ご協力をお願いします。それでは会議次第に

基づきまして前回の 9 月 21 日の定例会以降の協議会の活動についての経過報告

を行います。まず、広報編集部会について部会長の茶野部会長よりご報告をお願

いします。 
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副会長 それでは報告いたします。地域協議会だよりの第 38号につきまして、前回の 9

月 21日定例会の後に広報編集部会を開催しまして内容を検討し、11月 1日付発

行に向けて作成中です。内容については、風景づくりについて、空家対策につい

て、第 72回、第 73回定例会の内容、それと近江狂言、子ども防災塾の記事を中

心に掲載します。以上です。 

 

会長  ありがとうございました。ただいまの件について何かご質問とかございません

か。無いようでございますので、会議運営部会の活動につきましては私のほうか

らご報告をさせてもらいます。 

 会議運営部会は、10月 5日午前 9時 30分より開催をいたしました。本日の議

題内容につきまして協議をしました。先ほど区長からもございました、新市基本

計画の変更について、皆さんの付帯意見について市長に対する意見書を付帯する

ことで協議をいたしました。市長の日程の都合により急きょ翌日の 6 日 2 時 30

分より市長に対しまして諮問答申と共に皆さんの意見を伝えることをしました。

その内容につきましては次第にございますので後ほどご報告をさせてもらおう

と思います。皆さんから財政についていろいろとご心配なことを意見が出ていま

したが、本日は財政課からお越しいただきましてご説明をしていただくことを 1

つの項目事項に上げさせていただきました。答申につきましては先ほど申しまた

ように後ほどご報告いたします。それから、報告事項の中で、いつものように安

土学区・老蘇学区まち協からの活動報告をしていただきます。協議事項で新市基

本計画の内容につきましては答申をしたところですので、それについても協議事

項の中で再度協議していく。それと、本日実施しました環境エネルギーセンター

見学会ということで、だいたい思いは言っていただいたと思いますけれども、後

ほど皆さんの感想と言いますかいろんな意見を述べていただきます。会議運営部

会のときには、今日の見学会の日程は確定していませんでしたけれども、各学区

に声をかけて 13 名が、私たちとともに参加していただきました。また、前回駅

前の商店街の街路灯ですが、今 LED で数か所点灯するように既に実施されてい

るとうことでございます。そのようなことが会議運営部会の中で話がありまし

た。市議会議員の議会報告会が 15日と本日 19日に開催されますが、絞った内容

での意見交換会になっています。もしこの意見交換会で市民から出た意見等が何

か事務局で分かるようであれば入手していただきながら、特に安土地域に関係す

る物につきましては、我々協議会としても参考にできないだろうかということを

会議運営委員会では話したところでございます。来月の日程については後ほど皆

さんにお諮りしたいと思います。以上のことで、だいたいが本日の次第に書いて

いるとおりであります。以上が会議運営部会の内容でございます。何かご意見ご

ざいましたら。無いようでございますが、またご意見ございましたら最後のその

他の項目ででも言っていただければ、ご説明なりしたいと思いますのでよろしく

お願いします。 
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 それでは次に進めさせていただきますが、意見箱についてはありましたか。 

 

事務局 ございません。 

 

会長  今回、意見箱の意見は無いとのことです。それでは経過報告につきましては以

上とさせていただきまして、報告事項ですが、中期財政計画について本日ご多忙

な中、財政課よりお越しいただきましてご説明をお願いしております。よろしく

お願いします。 

 

財政課 （資料に基づいて説明） 

 

会長  ただいまご説明いただきました内容について、何かご質問やご意見がありまし

たらどうぞ。 

 

財政課 前回は政策推進課が説明させていただいたのですが、私が聞いているのは投資

的経費が大変大きな額になっているという質問をいただいていたと聞いており

ます。それにつきましては、環境エネルギーセンターだとか篠原駅・安土駅、ま

た桐原小学校等の大型施設整備事業が重なって実施してまいりましたので、建設

事業の経費がこれまでで最大規模の額になっています。その財源につきまして

は、国県等の補助金の確保に努めてきたわけでございまして、全体としては実質

収支が黒字を確保できた中で事業が完遂できたということでございます。数字と

しては歳入歳出が非常に大きな額になっていますが、財政の質としては健全な質

が保てたかなあと思います。それと、前回新旧対照表で、当初の財政計画と今回

の財政計画を比較していただいた中で、平成 31 年度なりそれまでの数値の中で

かなり当初の新市基本計画の財政計画と今回お示しをした計画との間で、差異が

あるとお話をいただいていまして、当初の新市基本計画の財政計画を策定しまし

たのが平成 21年度で、その時点で平成 31年度までの見立てを行ったところでご

ざいます。その間、国の制度で税制だとか社会保障の制度などにつきましてもか

なり変更もございました。東日本大震災を受けまして、市でも様々な防災、コミ

ュニティセンターの整備だとか、そのような事業も追加して実施してきました

し、全国的に工事費が高騰している状況もあるようでございます。そのような影

響で、かなり当初の新市基本計画と比較してもらいますと、今回の中期財政計画

は大きなものになっていると思います。当初の 21年度に 31年度を見込んだもの

と、一定事業をした中で 31年度あるいは 36年度を見込んだものということで、

なかなか 21年度の時点で 31年度の精緻な見込みをするとなるのは、制度的な変

更ございますし、事業の進捗やその他新たに追加された事業もございますので、

その点も含めて大きな額になるのかなあと思います。 
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副会長  見込みの率も良くなっていますよね。27年度に繰上げ償還とかされて、収入も

ふるさと納税とかいろんなのが入ってきて良くなったということですね。これか

ら先もいろんな収入が増えていけば、良くなっていくと言うことですね。 

 

財政課  そうです。おっしゃっていただいているとおり、土地の売り払いだとかふるさ

と納税とかは、この将来分については見込んでいないのです。今後も、これに限

らず様々な歳入確保だとか、当然歳出の事業費の精査も必要でございますし、そ

ういった行政改革の努力を行うことでここに書いてある数値を今後良くしてい

くということでございます。当初、27年度の 3月に計画を策定しまして、今回 9

月までの半年の間に、決算を受けて見直しをしたわけでありますが、その間に数

値が良化したわけで、今後もそうした努力は継続して数値の良化を図っていくと

いうことになります。 

 

副会長  平成 36年度には 30億円を下回ることが見込まれますとありますが、キャッシ

ュフローというのは減価償却を見込んでいるのでしょうか。 

 

財政課  減価償却というのは見込んでいません。ここでの 30 億円といいますのは、市

が毎日毎日支払だとかする中で 30億円は日々必要だろう、30億円の現金は手元

に確保しておくことが必要であろうということでございまして、そのため基金の

額が下回ることが無いようにいつも手元にあるようにしておきたいということ

でございます。 

 

副会長 減価償却は入れていないということですね。 

 

財政課  そうです。市の歳入歳出ですので、この見通しには特に減価償却という考えは

ない中で策定しています。 

 

委員 中期財政計画は 31年までですね。36年度までは数字が出されているのですけ

れど、31年から 36年までの数字の意味合いをお聞きしたいのですが。と言いま

すのは、31年以降は何もしないよということなのでしょうか。 

 

財政課  そうではないですね。おっしゃっているように、特に投資的経費が 31 年度ま

では大型施設整備事業をするということでだいぶん数値が上がっていまして、そ

れ以降は 20億円なり 13億円なりでほぼ毎年の維持管理的な費用しか上がってい

ないといことになっています。ここで投資的経費に上げています大型施設整備事

業というのは、既に予算化なり着手をしているものについて今後の見込みを含め

て上げておるということでございます。今後の中で新たな大型施設整備事業が着

手していくということであれば、毎年の見直しの中で 32 年度以降についても何
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らかの数値が入って参ります。確定しているものについて、数値が上がっている

ということになります。 

 

委員 歳出の部分と、歳入の部分も変わってくるということですね。 

 

財政課 何か事業をするとなると、どのように歳入を確保するかということの検討にな

ろうかと思います。 

 

副会長 例えば、安土のコミセンの一体化施設が事業化されるとなるとここに数字が上

がるということになるのですね。 

 

財政課 そうです。毎年の見直しの中で、またどの期間でするかによって、ここに歳出

額を入れた中で、それに対してどういった歳入を確保するかとか、全体の予算の

中で事業費の精査をして、こういった事業をするとなると財源を確保するために

どうしたらよいかとか考えて行くことになります。コミュニティセンターでした

ら、今までなら国の補助金なり、また防災機能を備えたものでしたら、国の交付

税措置が手厚い起債などをして参りましたので、そういった形でより有利な財源

を確保していくことになると思います。毎年の見直しの中で、そういった新規事

業の着手なり、進捗状況は反映していきたいと思います。 

 

委員  これには新庁舎の分は入っているのですか。 

 

財政課  そうです。今回の新市基本計画には庁舎整備に関して明確に記載されています

し、庁舎の整備も進んでいます。ちょうど 30 年度なりに投資的経費が大きな額

になっている中に、今おっしゃっていただきました庁舎整備等も含んだ中で見通

しを試算しています。 

 

事務局（区長） 前回もありましたが、安土地域ではどこまで入っているのかということは心配

されますけれども、安土のコミセンについては入っていません。 

 

財政課 何も、この計画に入っていないからしないとかいうものではないです。これこ

れの事業をするから、どういった対応が必要になるかというものでございますの

で、事業費がわかっていればここに反映をしていくというものですので、このな

かでどういった対応が必要になるのかという検討資料でございます。 

 

会長  支出を見ていますと足りない部分は地方債を発行されるのですね。その地方債

を、返済する義務的経費の期間といいますのは、何年遅れぐらいですか。 
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財政課 そうですね、返済期間についてはさまざまでございまして、基本的にはその施

設の対応年数を基にということになっているのですけれども、今日見ていただき

ましたごみ処理施設ですと 15年が上限となっておりますし、学校なんかは 25年

です。今後の負担状況を見まして、あえて 25 年で借りられるところを、少しで

も利子負担の軽減だとか将来の残高を抑制するために短くして借りるというこ

ともございます。将来分については 15年とか 25年とか最大分を見ているのです

けれども、実際借り入れるときに今後の負担全体を見た中で、これだけ短くした

らより利子が軽減できるとか検討して、少しでも利子負担の軽減だとか残高の抑

制を図っているところでございます。 

 

会長 地方債の発行のピークが、27年から 30年になりますけれども、それらの返済

は、ここに書いています 36 年度よりも以降になるのですね。今後も減ることは

無くても増えることはありますね。36 年以降で、36 年までの数字より、返済分

を含めて義務的経費の総額が上がると見込んでいる年はあるのでしょうか。36

年が義務的経費が 167億円になっていますが、これが例えば 170億円を超えると

かの目途はあるのでしょうか。義務的経費総額の上限はどのくらいかによって、

地方債発行をコントロールされているというような数値を、財政当局は何かお持

ちなのでしょうか。 

 

財政課  特に上限額というような数値は持っていません。その時々の、5年先 10年先の

計画を立てておるのは、今おっしゃったように現時点で将来を見据えた中でとい

うことですので、36年あたりがピークになりそうです。 

 

会長 27年から 31年にかけて投資した借入が、36年以降に返済が来るのですね。こ

の辺の見通しもある程度しないと。市長も一生懸命に人口を増やすとおっしゃっ

ていますが、世の中の自然の流れとしては減る。財源も減ってくるのですから、

発行してしまった公債の返済はしないといけない。近江八幡市の財政での返済の

ピークは 170億円。赤字財政と言われないようにして、180億円までこれが行け

るのか、200 億円まで返しても実力として行けるのかというようなことが、市と

してはあるのかなあと思っているのですけれども。 

 

財政課  一定、地方債現在高比率なりで目標設定しています。今後、36年度までの間に

できるだけ発行しないように。若干、ピークを少しでも抑えるように、少しでも

早く返済するようにしてとか、工夫をしながらできるだけ平準化をするようにし

ていくということです。 

 

会長  地方交付税も、国の予算を考えたらふつうは下がるだろうと思います。事業の

事を考えたら、当然、人口が減ったら事業も減るわけですので、地方税というの
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も絶対減るだろう。そのため、収入面は減る一方になる状態で、36年までの支出・

投資的経費、プラス地方債発行額をもって事業が実施されます。その返済は 36

年以降に来る。そうなったときの、市の財政から見て、返済期間を縮めるといい

うよりも、逆に伸ばさないと行けなくなるのではとも思うのです。世の中の流れ

としてそのようなことになるのではないかなあと。その点も考えて、投資的経費

のブレーキを執行者にかけておられるのでしょうかということが気になってい

るのです。 

 

財政課  27年度決算については、良いことばかり申しましたけれども、将来分について

は今後の税収の増とか国からの交付税の大幅な増は見込めないという状況の中

で、大きな事業をしていくということについては、財政的なリスクは一定あるの

かなあと思います。5年先 10年先のことではありますが、今の時点でおっしゃっ

ていただいたような、中期財政計画と同時にさまざまな行財政改革実施プランを

策定していますので、そういったものを着実に実施して、大型施設整備事業であ

っても事業費の精査を図る、その他の事業についても事業費の精査を図るという

ことでございます。なかなか、借金の返済については、一旦借りてしまえば繰上

償還しない限りは、残金については絶対返さないといけない額ですので、そこを

縮減するとなると難しい。そうなってくると、その他のところ、大型施設整備を

含めた中で事業費の精査をしていく必要があります。 

 

会長 地方債発行をかなり抑制していかないと、債務は今は良いのですが、信用は無

くなると瞬く間に悪化するのは必至になりますので。ちょうど今、27 年から 31

年に投資されます事業というのが、返済は計画が切れた 37年以降にやってくる。

そういった中での市政運営であるのでその辺を見てもらわないと。 

 

財政課  市債の発行につきましても、交付税でその元利償還金に相当する額が措置され

ているものがございます。それも諸々、いろんな率がございますが、できるだけ

率が高い物、また 100％される物を確保していくということで、借金をしてもそ

の元利償還金に対する物は交付税でバックされるという中で、一般的なただ単な

る借金はしない、現状もしていませんし今後についてもそのような姿勢で、でき

るだけ今後いかに借金と貯金のバランスを取る中で運営をしていくことだと思

います。そういった中で、中期計画に地方債現在高比率というのと積立金現在高

比率という 2つの指標を重視して入れさせているのですけれども、いかに借金を

抑えて積立金を確保していくのかというバランスの中で、会長おっしゃっていた

だきましたように、財政当局としては注視が必要なのかなあと思いますし、特に

気にかけているところでございます。 

 

副会長  積立金なのですが効率的な基金運用というのがあると思うのです。運用はされ
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ているのですか。 

 

財政課  安定とか安全ということが第一ですので、利率の良い定期預金に預けるにして

も、年間の支出を見た中でちょっとでも多くの額を定期できるようにだとか、工

夫によって積立金の利子を確保したいとかしており、何かに投資するとかは今現

在できていないです。財政課で今後の支出や収入の状況をできるだけ担当課から

聞き取って精査をした中で、この間はこれだけの資金は手元にあるから、じゃあ

この間できるだけ定期にすればということで、安全な中で利息を確保していきた

いということです。 

 

副会長 少ないですよね。 

 

財政課 そうですね、どちらかといえば、あまりメリットは少ないです。どちらかとい

うと、国からの借金の利率は、0.01％というような状況ですので。 

 

副会長 利息が高かったら、借金を返した方がよいかと思うのですけれども。 

 

委員 将来負担比率というのは、どのような数字なのでしょうか。 

 

財政課 将来負担比率というものは、全国的な目標水準は 69.7％で、近江八幡市では現

状 0％でございます。将来の借金の返済だとか、将来払わなければならない退職

金といったものが将来負担額に当たるわけであります。ただ、借金の返済につき

ましても交付税で措置されるもの、交付税で後ほどバックされるものであります

とか、将来の負担から控除することになっていますので、今現在は将来の負担よ

りも基金の残高とか、交付税にバックされる額が多いということで、将来負担は

現状では発生していないといことで計算される数値ということになります。 

 

会長 36 年になると 52.2％になるということで、やはり借入が影響しているのです

か。 

 

財政課  そうです。ちなみに将来負担比率ということで言いますと、県内の他の市町で

言いますと、当市と同規模の栗東市などは過去にかなりの借金をされていますの

で、186.1％で非常に全国的にも悪い数値になっていますし、甲賀市で 60.7％、

野洲市で 53.3％、湖南市で 64％になっています。一定、二極化している面もあ

ります。守山市や草津市は、当市と同じように 0％になっていますが、過去にか

なりの投資を栗東市はされていますので、そういった中で高い数値になっていま

す。 
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委員 ふるさと応援寄付金というのがありますけれども、他の市町に出る方が多くな

るということはないでしょうか。 

 

財政課 税収の減になりますから、交付税の算定をする中においては、交付税は入りと

出の差額で計算をしますので、交付税の算定の中ではその分の税収が減ったもの

として算定をします。 

 

委員 問題は無いのですか。 

 

財政課  全額交付税で措置されるということではないので、全く問題がないということ

ではないです。 

 

会長 他は何かありますか。無いようでしたら、この件につきましては以上とさせて

いただきます。ご多忙の中ありがとうごましました。 

それでは、報告事項で、近江八幡市・安土町新市基本計画の変更についての答

申の報告でございます。私のほうから報告させてもらいます。答申につきまして

は市長に報告に参りました。期間延長の諮問につきましては同意いたしますとい

うことで、1 枚目を渡しました。2 枚目でございますが、我々が心配いたします

のは延長と共にいろんなことが、地域自治区地域協議会としては新市基本計画の

執行状況の確認ということでしていますので、単に 5年ではなく庁舎建設に関し

てそれらの活用について検証が今度はどこがするのだということで協議会委員

から気にしているところでございます。他の事業に関していろいろな検証機関は

お持ちいただいていますので、5年延長に対して地域自治区は終了いたしますが、

新市基本計画 5年延長の執行状態を確認・検証できる方策はお考えでしょうかと

言ったつもりだったのですが、市長は庁舎建設をするのに地域協議会に代わる機

関が必要なのかなあというようなことを首をかしげながら言っておられたので、

あとで担当にそうではなく我々は庁舎の活用を含めまして庁舎整備事業は新市

基本計画に明確に追加されたことによるいろんな確認について 5年の延長の確認

機関はどこから意見が言えるのか、市民の意見が反映されるような施策・市政を

取り入れられないだろうかということで、委員各位から心配されているというこ

とを付帯意見として渡したということでございます。地域協議会に代わる検証機

能として何かお考えでしょうかということで、担当部局にお願いをして帰ってき

ました。担当部局でこれらの真意に沿ってご検討していただけるであろうと。皆

さんがご心配されていたことの解決方策につながるのではないだろうかなあと

いう思いで帰ってきた次第でございます。その時に言っておられたのは、庁舎建

設についてはまだまだ基本設計ですので実施設計に移っても、委員会設置や説明

会、意見徴収など行って、建設事業につきましては、実施設計案を何例か作って

その中で市民の皆さんに意見を聞く機会を持つなど行われるということです。実



11 

際に作られて、業務運営をされて、その時に市民目線からどうだということを、

あるいは 36 年まで財政計画の延長を出されるわけでありますがそれに対する内

容検証について、現在の地域協議会に代わる住民目線で検証できる制度をお願い

したわけでございます。即答が無くとも我々あと 3年半ありますので、それまで

には新市基本計画延長のために何か市民からの検証機関の返事がなければ、担当

部署にそれらの説明を求めるというようなことをしてもいいと思いますが。その

ようなことでございます。何か委員各位からご意見はありますか。文書としては

2 枚目の付帯意見をお渡ししていますので。諮問については同意いたします。た

だし、協議会委員からこういう気になる点がございましたので意見を付けさせて

もらいますというようなことで答申をさせてもらったということでございます。 

 

事務局（区長）  会長が諮問に基づき答申を持って行かれたのですが、市長もこの地域協議会自

体を心配しておられまして、日々の地域協議会の活動に敬意を表されておられま

した。地域協議会を 5年延長するということでは無く、言われるこのことについ

ては真摯に判断しないといけないなあという返事をされていて、翌日に部長会が

あったわけですが、そのときも新市基本計画の見直しについて地域協議会に同意

いただいたとうことで市長からも発言がありましたし、地域協議会からの検証に

ついての話もされておられました。補足ですが報告させてもらいます。 

 

会長 あと、この件でご質問はございませんでしょうか。無いようでしたら次に進め

たいと思いますが、報告事項の 3つ目ですが定例になっています、安土学区・老

蘇学区のまちづくり協議会の活動報告について、報告をお願いします。 

 

善住委員  （報告） 

 

澤委員  

 

 （報告） 

会長 それでは両学区のまちづくり協議会の報告は以上とさせていただきます。それ

では協議事項になります、新市基本計画の内容で確認したいことということで、

一読してなかなかぴんと来ない部分について担当部署を呼んで確認したいなあ

ということがございましたら。ちょうど延長という機会がございましたので、庁

舎整備事業と先ほど説明のありました財政計画ということは変更された部分で

すが、それ以外の部分は当初から掲げられた事業ですので、特に安土地域の市民

目線でこの新市基本計画が実際はどうなっているのかなあというような事項に

つきまして確認して、担当部署から内容の説明を聞いてもいいなあというように

思う次第でございます。末端自治では、各自治会でのまちづくりで突破口という

ものがなかなか見つからない。しかし、地域まちづくり基本計画には協働のまち

づくりというのを謳っておられますので、そのようなところで市としてどのよう
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な施策があるかということも、新市基本計画には結構いいことも書いてあります

ので、そのようなことも考えて行く、これは一例ですけれども。たまたま新市基

本計画が延長ということになりましたので、我々地域協議会といたしましても 31

年に向かいまして新市基本計画の実施状況、特に我々の立場で言いますと市民目

線で納得できるような施策かということを確認するということです。その中で

も、ここにも何回か来ていただいていますけれども、安土駅周辺整備等について

は現在進行形ですので。環境エネルギーセンターについては、環境保全の推進と

いう中で、ごみ減量と適正処理の推進という項目も出ていますので、ごみ処理施

設もその一環で、あれも新市基本計画の一環をはたしているということです。風

景づくりというのも、歴史文化あるいは魅力的な景観形成というようなことで新

市基本計画に上がっていますので、そういうものを意図するために風景づくり条

例を作って、手を上げられて地区については皆さんで話し合いながら 1つのエリ

アを作って進行していく。 

新市基本計画について、我々の中で検証するパターンと、担当課を呼んでこれ

とこれを説明して欲しいというような言い方で確認することもできますし、と思

って協議事項の項目に上げたのですが。 

 

事務局（区長） いろんな計画ができていますので行政としてもその計画に基づいていろんな

地域の振興だとか事業を進められていますので、これはちょっと違うのではない

かとかこれわからないなあというようなことがございましたら、皆さん方で意見

を出し合っていただきまして、支所を通じて各担当部局から説明もさせていただ

きます。 

 

委員 新市基本計画を見ていますといろんな項目がありまして、農業・商業など産業

の関係などもありますね。 

 

会長 そういったものはまだここには呼んでいないのですが、この中でも新市基本計

画の検証という目的で呼んだのではなく、たまたま他の兼ね合いからここで説明

を受けた中にも、新市基本計画の 1項目に上がっているものもあるのです。改め

て新市基本計画でどうですかと私は言ったのですが、そうではなく既にここに来

ていただいて事業を推進するにあたり、投げかけられた事業の説明をたびたび受

けています。そのようなものも、この中にはだいぶん含まれています。その時に

は進捗していない項目でもこういうように進めようと思っているのだったもの

について、結果はどうでしたかという問い方もあると思います。 

 

委員 足腰の強い農業づくりだとか、活力のある産業づくりだとか、産業分門を取り

上げたらどうか。 

 



13 

会長 産業部門は確かに一度もないと思います。皆さんの宿題ということで、こんな

こと書いてあるけれどもどうなっているのかなあとか、どう実行されるのかなあ

とかいうような意見でも結構ですので、身近なお住みの地域の視点からでも、こ

んなこと一度聞いてみたいとか考えてもらえたら。委員からは 1つは産業部門の

ここに掲げられたものは、本当に新市になって方針に沿って新たに何か施策をさ

れたものはどのようなものでしょうかということが出てきています。 

 

事務局（区長） 私も心配になっておりまして、合併調整項目の残りが 3つほどあったと思うの

ですけれども、そのうち市の慣行の歌の部分ですが、公募されましていろんな方

から応募があったという報告は来ていますし、選定委員でいくつかは案が上がっ

ていまして、そこに曲を付ける。当然、議員の皆様方に相談をかけて決定して行

くと聞いています。それが決まり次第、地域協議会にも報告に上がりたいと聞い

ています。あと残っているのが、景観農業振興地域計画で、これも最終段階に入

っていると聞いています。それが終わりますと合併のすべての調整項目が協議さ

れたということになります。ただ、今日まで来ているのは、調整は済んだのだけ

れども果たしてそれが本当に進行しているのか、進行していないのかというの

が、ここで皆さんが担当課を招いて協議していただいているとおりですので、そ

のような問題がございましたら意見を出してもらいまして言っていただきまし

たら担当課に連絡もさせてもらいます。 

 

会長 今、区長が申されました未調整項目についてはそのようなことでございます。

防災なんかは本当に調整できているのか疑義もあろうかと思いますし、委員が言

われる産業経済部門での新市基本計画に沿ってどのような施策がなされている

か、残り 3年ございますのでそのようなことを確認していきますと、担当部署で

そのような意見が出たのだということでそれらの意見を反映して行こうかとい

う意欲が出てくるかもしれません。ということで、委員の皆さんのお立場、ある

いは地域のことを考えながら、こんなことはどうだろうなあと一度考えていただ

きまして、新市基本計画の確認事項につきましては再度考えて行くということに

させてもらっていかがでしょうか。では、この件につきましてはそうさせていた

だきます。 

それでは、午前中の環境エネルギーセンター見学会で、何か感想と言いますか

感じていただきましたことで何かございましたら。あるいは心配なこととかあっ

たらどうぞ。種別の見やすいパンフレットを作って全戸配布は致します、また、

希望があれば末端地域への説明に参りますと担当課が申されていました。今日は

施設見学でしたので、施設を見学して何か気になることがあれば。 

 

委員 最終処分場はどこにあるのですか。 
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委員 最終処分場は野村町にあります。 

 

委員 特別管理物という有害物質が入ってこないようにする防止策はどのようにし

ているのでしょうか。 

 

会長 何かされているのでしょうね。焼却炉が傷むから。 

 

委員 医療関係のようなものは対策が必要になるでしょう。 

 

会長 化学反応を起こすようなものですね。他にエネルギーセンターの見学をしてご

意見などはありますか。 

 

委員 進入路が鋭角になっていて入りにくいです。もう少し川沿いに進入路を作ると

か直線に入ってくるように、何らかの方法があってもいいのではないでしょうか

ね。 

 

事務局（次長） 別のルートから、農道を拡げて周辺道路を作ると聞いています。まだ、これか

ら整備することになります。 

 

副会長 何かの地図でそのルートで入るように書いてあったので、私はそちらから行っ

た方が良いのかなあと思っていたのですけれども。 

 

事務局（次長） 今現在は、今日は入ってきたルートが進入路ですね。 

 

事務局（区長） 今日、担当にお願いしていたのは、施設はよくわかったけれども、グレードの

高い環境に配慮した施設なのですが、そういった施設で日常のごみが処理されて

いるということは分かったのですけれども、私が少し心配していたのですが、要

はごみを出す人たちが今までの安土地域の出し方と今度の市全体の出し方が 29

年 4月から変わりますので、それの履き違えが無いように住民に説明をして欲し

いと言っておきました。問題のあるところ、例えば、大きな木は今までは粗大ご

みで出していたけれども、今度は切って出さないといけないだとか。説明して一

般の方にも理解してもらう、そのようにしてもらったほうが良いのではないかな

あと思いますので頼んでおきましたので、また各地域に入って説明もすると言っ

ていましたから、もし今度の会議運営部会で他の議題と重ならなければ、担当課

を呼んでいただいて、前回の説明＋α細部にわたる説明もしてもらったほうが、

皆さんに問い合わせがあった場合は答えやすいのかなあと思いましたので、お願

いしておきました。 
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会長 この前は具体的なパンフレットを作ると言っておられましたね。わかりやす

く、何はどれになるとか書いてあるようなもので。進入路は新幹線の高架を下っ

て上がって曲がって施設に入っていくのですけれども、個人の持ち込みについて

は非常に道路網が走りづらい。 

 

事務局（区長） 今、道路の話が出ましたのですが、当然いろんな事業をする場合は道が無けれ

ば何もできないということで、採択された道路計画もたいへん重要な施策の 1つ

ですし、そういうことも前から道路マスタープランということで策定委員会にも

出ていただいて検討をされてきた経過もありますし、報告もしていただいた経過

もあります。それも策定が出来たという状況も聞いていますので、最終どういう

ふうにできたかの確認も皆さんで出来上がった道路マスタープランを見ていた

だいて確認していただく必要があろうと思います。もし事務局に言ってもらえば

担当課に連絡しますのでそのような検討も必要かなあと思います。 

 

会長 進入路が市民の持ち込みのときに侵入しづらいということになっていますの

と、委員からは処分される物の物質的な仕分け・管理はどのようにされているか

ということが出ていました。それによっては本当にそれでよいのかという感じが

すると、特に燃えるごみの中に化学反応を起こす物を入れておいても、何かセン

サーがあったらいいけれども、見た目でしていたらそのまま入りますよね。爆発

する恐れは十分ありますので、その回避は何でやっておられるのか。 

 

委員 今日も投入のところで、職員が立ち会って分別確認をしていましたよね。個人

搬入のときは燃えるごみと燃えないごみを 1回で持って行きたいですし、そうな

ると投入口で自分自身が分けないと仕方ない。 

 

会長 委員が言っているところは、もう一度担当部署で聞いてもらわないといけない

ですね。しておられると思いますけれどもね。化学反応のある成分を投入すると

きにどのようなことをされていますかということですね。 

 

委員 パッカー車に入れられたら、バアッとピットに投入するだけでしょう。その中

に入っているんじゃないだろうかと思うのですけれども、化学物質が。 

 

委員 パッカー車でもよくボンベが爆発したりすることが結構ありますよね。 

 

委員 今、日野で処理してもらっていますけれども、これは 3月で終わりですか。 

 

会長 終わります。全市が新施設で処理になります。だから、それまでにいろんな学

区別だとかで説明会をし、仕分けパンフレットもわかりやすく作ります。それを
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作って大まかな説明会は学区でする。それでは不十分だと言われたら、自治会宛

てでも要請いただいたら説明に行きますというように担当は言っていますので。

パンフレットが出来てからそのような要請をして欲しいということです。現在の

安土から、新エネルギーセンターになるときのやり方の変更点というのが明確に

なるでしょう。 

 

委員  上出の最終処分場に、新施設の処分灰を持ってくるのでしょうか。 

 

事務局（区長） 上出の最終処分場は中部清掃組合の施設ですので、安土町が脱退したからと言

って、そこに近江八幡市環境エネルギーセンターの焼却灰を持ってくるというこ

とは無いです。処分場は水茎町の最終処分場です。 

 

会長 今話しに出ていた成分に関する、特に化学反応的なものについて、家庭ごみに

混じっているものは何かで検知できるのかということは事務局から聞いてもら

えますか。 

 

事務局（次長） 聞いておきます。 

 

会長 たぶん、近江八幡市で全ての処理ができるということではないと思うのです。

処理できない廃棄物は大阪かどこかと契約して、持ち出しをしていると思うので

す。 

今日通った道はパッカー車とすれ違うときは、どちらかが待っていないといけ

ない。道路が狭いと言うか、カーブがきつ過ぎるのでしょうね。上り下りが多い。 

では、この件については何か感じ取られたらまた言っていただいて。市民への

説明につきましては環境課から何回か説明会をしたり、パンフレットの配布があ

るということです。 

 

委員 自治会の希望があればということですか。 

 

会長 自治会の要請があればということで、市として自治会を回るということではな

いです。行政としては 33 自治会を回るという思いはしておられない。そのよう

なことは自治会長もご存知です。 

というわけで協議事項 2点につきましては中途半端に終わりましたけれども、

新市基本計画の検証につきましてもう一度考えていただきまして次回でも、こん

なことが聞きたいなあというようなことがございましたらご報告いただきたい。

今日見学しました環境エネルギーセンターについては、2 点ほど意見がございま

したが、何かございましたらまたお願いします。その他の事項で、何か事務局ご

ざいますか。 
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事務局 ございません。 

 

委員 1点、健康づくりセンターについて 10月中ごろ過ぎたのですけれども、来年 3

月に向けて方向性は決まりましたか。 

 

事務局（区長） 健康づくりセンターについては地域内の事ですのでご報告をさせてもらって、

皆さんにもよく状況を理解してもらっているところだと思います。いろんな今後

の利活用について検討をしていますので、10月末ぐらいまではということで進め

ておったわけですが、もうちょっと時間がかかりますので、それが決まり次第、

皆さんがたに利用等について説明させてもらいます。 

 

会長 現時点ではそのようなことですね。あと何かありますか。無いようでございま

したら、次回の予定ですが、11月 1日午前 9時 30分より会議運営部会を開催さ

せてもらいます。定例会につきましては 11月 16日（水）午後 2時からというこ

とをご提案したいと思います。それでは副会長から閉会のご挨拶をお願いしま

す。 

 

副会長  （あいさつ） 

 

 【終了 15:50】 
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